
（事務連絡） 

平成 30年 9月 7日 

 

関係者各位 

 

農研機構北海道農業研究センター 

セミナー事務局 

 

 

「持続的農業研究セミナー2018」の開催について 

 

 秋色の候、皆様にはいよいよご清栄のこととお慶び申し上げます。 

標記セミナーの開催を計画しましたので、ご出席をお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 開催月日  平成 30年 12月 5日（水） 13:05～16:55（開場 12:45～） 

２ 場  所  帯広市 とかちプラザ ２階 視聴覚室 

３ 主  催  農研機構北海道農業研究センター 

 

４ 参集範囲  持続的農業・農業関連の環境問題に興味を有する市民・生産者、都道府

県職員、市町村職員、農業団体職員、農林水産省、公的機関・民間の研

究者等 

５ 参加申込み 締切  セミナー：平成 30 年 11 月 28 日（水） 

           情報交換会：平成 30 年 11 月 21 日（水） 

以上 

 

セミナー事務局 

農研機構北海道農業研究センター 

芽室研究拠点 

大規模畑作研究領域 

上級研究員 池田成志 

                      TEL：0155-62-9276 

                      FAX：0155-61-2127 

E-mail：tokachi@ml.affrc.go.jp 

 



持続的農業研究セミナー2018 

～新しい発想に基づいた持続的農業へ～ 

１．開催趣旨 

これからの農業には化学農薬や化学肥料の削減を通した人間や環境に対する安全性の向

上が強く求められている。また、国際競争力のある「攻めの農業」を展開するためには、

経営コストを削減しつつ、農産物の安定供給や収量・品質の改善、減農薬を進める必要が

ある。即ち、石油化学に由来する物質・エネルギーの投入を最小限にした条件下で国際競

争力と持続性のある農業生産技術の開発が求められている。これらの課題解決は、従来の

古典的な農業技術の概念では対応が困難であり、問題解決のためには新しい視点・発想に

基づく研究や技術開発が必要である。 

地球温暖化などの環境変動による乾燥・高温障害の発生は、作物の成長や収量の低下な

ど、北海道においても大きな問題となりつつある。これまでに、植物の環境ストレス耐性

を強化する方法として育種や遺伝子組み換え技術が検討されてきたが、人や環境に優しい

化合物の利用による植物へのストレス耐性強化技術の開発も重要な課題である。近年の植

物科学分野の基礎研究成果から、低分子のアルコールや有機酸の作物への施用により夏季

の乾燥・高温障害を軽減できる可能性が示唆され、冷涼な気候を好むジャガイモやタマネ

ギ等の作物の高温障害軽減を通した生産性向上のための実用化技術の開発が期待される。 

また、減農薬・脱農薬のための害虫防除技術としては、天敵生物の活用が良く知られて

いるが、それらの従来技術では道内の施設栽培でも大きな問題になっているアザミウマや

コナジラミのような微小害虫類に対して実用化に耐え得る防除技術の開発は困難であった。

このような背景の中で、近年の光生態学的な害虫防除研究から栽培場所の光環境や農業資

材の色彩が上記のような難防除性の微小害虫行動に強い影響を与えることが明らかにされ、

光と色を活用した新たな病害虫防除技術の開発への期待が高まりつつある。 

持続的農業技術の開発においては植物共生微生物の機能の解明と利用も重要な課題の１

つである。共生微生物の視点からの農産物の品質やおいしさに関する科学的解明や持続的

農業技術の開発は、ワインのテロワールの解明に象徴されるように世界的にも大きな注目

を受けつつある。国内でも長いもやイチゴのような農産物の品質やおいしさの科学的解明

のような従来の農学研究では扱うことが困難とされてきた課題に挑戦する研究が増えつつ

ある。 

本セミナーでは、内閣府の主催するSIP（「次世代農林水産業創造技術」・『持続可能な

農業生産のための新たな総合的植物保護技術の開発』）における農薬を使わない「ジャガ

イモそうか病防除のための新規栽培体系の開発」チームの5年間の研究成果を紹介する。同

時に、上述のような研究を活発に展開している先進的な研究者を招待し、持続的農業技術

の開発につながる研究を道内の農業関係者に紹介することを目的とする。また、持続的農

業の理想的な形態の一つである有機農業に関して国内外の俯瞰的知識を有する有識者を招

いて当該分野の動向や現場技術の紹介を頂き、持続的農業に関する議論の場の提供も行う。 

 

 

 



２．開催日時  平成30年12月５日（水） 13：05～16：55（開場12:45～） 

 

３．開催場所  とかちプラザ ２階 視聴覚室 

        （〒080-0014 北海道帯広市西 4条南 13丁目 1 電話: 0155-22-7890） 

 

４．招待講演 

13：05～13：10 

主催者挨拶  

農研機構北海道農業研究センター 上級研究員 池田成志 

13：10～13：50  

環境に優しい化合物の施用による植物への乾燥・高温耐性の付与 

理化学研究所環境資源科学研究センター チームリーダー 関 原明 氏 

13：50～14：05 

赤色防虫ネットのアザミウマ類およびコナジラミ類に対する防除効果 

京都府農林水産技術センター 主任研究員 德丸 晋 氏 

14：05～14：20 

農作物の生育と品質に対する赤色防虫ネットの影響評価 

京都府農林水産技術センター 技師 伊藤 俊 氏 

14：20～14：50 

自然薯に高い粘性を与える共生微生物の探索 

鹿児島大学農学部 助教 鶴丸博人 氏 

14：50～15：00 

  休憩 

15：00～15：40 

国内外の有機農業技術の俯瞰と今後の展望 

㈱マルタ 代表取締役 佐伯昌彦 氏 

15：50～16：20 

   北海道におけるジャガイモそうか病低減に向けた取り組み 

     農研機構北海道農業研究センター 主任研究員 浅野賢治 氏   

16：20～16：40 

  片倉コープアグリ株式会社における持続的農業技術の開発 

    片倉コープアグリ株式会社筑波総合研究所 上席主任研究員 三星暢公 氏 

16：40～16：55 

持続的農業への展望－総合討議・質疑応答 

     片倉コープアグリ株式会社 技術顧問 野口勝憲 氏 

16：55 

閉会 

 

５．参集範囲 



持続的農業に興味を有する市民・生産者、都道府県職員、市町村職員、農業団体職員、

農林水産省、公的機関及び民間の研究者等 

 

６．セミナー参加費 無料 

 

７．主催   

農研機構北海道農業研究センター 

 

８．情報交換会 

開催日時 平成 30 年 12 月 5 日（水） 18：00～20：30 会費 5,000 円 

開催場所 ふく井ホテル ２階 大宴会場 

（北海道帯広市西 1 条南 11 丁目 19−1 電話: 0155-25-1717） 

９．定員 

   セミナー160 名 

   情報交換会 30 名 

 

１０．参加申込み締切  

セミナー：平成 30 年 11 月 28 日（水） 

   情報交換会：平成 30 年 11 月 21 日（水） 

 

１１．参加申込み・問い合わせ先 

 

農研機構北海道農業研究センター・芽室研究拠点・大規模畑作研究領域・池田成志   

   

TEL：0155-62-9276、FAX：0155-61-2127、E-mail：tokachi@ml.affrc.go.jp  



持続的農業研究セミナー2018 

～新しい発想に基づいた持続的農業へ～ 

参 加 申 込 書 

セミナー締切：平成 30 年 11 月 28 日（水） 

 情報交換会締切：平成 30 年 11 月 21 日（水） 

所属 

（個人生産者は市町村名） 

役 職  

（職業） 
氏 名 

セミナー 

11/28 

締切 

情報交換会

11/21  

締切 

     

     

     

     

     

◎セミナーと情報交換会について、参加（○）あるいは不参加（×）を御記入ください。 

◎情報交換会会費はセミナー会場の受付で申し受けます。情報交換会申込後のキャンセル

はご遠慮ください。領収書の必要な方はその旨をセミナー会場受付でお知らせください。

情報交換会会場は、ふく井ホテル２階大宴会場で午後６時から開催します。会費は 5,000

円です。 

◎宿泊施設については紹介を行っておりません。各自で近隣の宿泊施設を御利用ください。 

◎個人情報は本セミナーの事前申込み者への資料の準備や会場設営のために使用し、目的

外の使用や個人情報の流出はないように厳重に取り扱います。 

◎参加申込みについての問い合わせは以下へご連絡ください。 

池田成志  

農研機構北海道農業研究センター  

北海道河西郡芽室町新生南 9線 4 

TEL：0155-62-9276 

FAX：0155-61-2127 

E-mail：tokachi@ml.affrc.go.jp 

mailto:tokachi@ml.affrc.go.jp


 

 

 


